
 ･第2四半期設備投資▲4.9% ドル円 ユーロ円 24H

･米国市場が休場 115.83 157.90 寄付

07/09/03 　 116.14 158.44 安値

（月） 115.66 157.53 高値

115.97 158.00 終値

･独系銀で資金調達難の噂 ドル円 ユーロ円 24H
 115.77 157.60 寄付

07/09/04 116.43 158.42 安値

（火） 115.33 156.55 高値

116.35 158.29 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 116.43 158.62 寄付

07/09/05 116.45 158.64 安値

（水） 114.99 156.71 高値

115.28 157.31 終値

･中国が預金準備率を0.5%引上げ ドル円 ユーロ円 24H
 ･BOEとECBが金利据え置き決定 114.95 156.93 寄付

07/09/06 115.57 158.24 安値

（木） 114.91 156.90 高値

115.40 157.99 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 115.47 158.11 寄付

07/09/07 115.48 158.11 安値

（金） 113.13 155.72 高値

･7月の米卸売在庫0.2% 113.40 156.13 終値

 
ドル円 ユーロ円 24H

 112.90 155.55 寄付

07/09/10 114.01 157.36 安値

（月）  112.72 155.31 高値

113.72 156.96 終値

･7月の機械受注17.0% ドル円 ユーロ円 24H
 ･ﾒｷｼｺの原油ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ爆破される 113.55 156.62 寄付

07/09/11 114.38 158.21 安値

（火） 113.40 156.31 高値

114.30 158.18 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 114.13 157.93 寄付

07/09/12 114.38 158.91 安値

（水） ･NY原油が初の80ﾄﾞﾙ台へ 113.78 157.78 高値

114.26 158.88 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 114.26 158.76 寄付

07/09/13 ･ｽｲｽが政策金利を0.25%引き上げ 115.50 160.48 安値

（木） ･8月の米財政収支▲1170億ﾄﾞﾙ 114.12 158.56 高値

115.09 159.79 終値

･7月鉱工業生産▲0.4% ドル円 ユーロ円 24H
 ･中国が預金準備率を0.27%引上げ 114.82 159.29 寄付

07/09/14 115.40 160.25 安値

（金） 114.36 158.85 高値

115.37 160.08 終値

 

･8月の米小売売上高0.3%､同鉱工
業生産0.2%､同設備稼働率82.2､9月
ﾐｼｶﾞﾝ大消費者信頼感指数83.8

･韓国財経相｢急激なｳｫﾝ高には介
入で対応する｣
･ECB総裁｢円はﾌｧﾝﾀﾞﾒﾝﾀﾙｽﾞを反
映すべき｣
･米財務長官｢強いﾄﾞﾙは米国の国
益にかなう｣

･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ中銀総裁｢物価ﾘｽｸを評
価するためすべての指標を見極め｣

･日経新聞早刷り｢月例経済報告で
基調判断を下方修正｣
･BOEが準備預金残高目標のﾚﾝｼﾞ
を上下1%から37.5%に拡大

･英中銀が英住宅金融機関ﾉｰｻﾞﾝ
ﾛｯｸへ緊急支援

･前FRB議長｢ﾊﾞｰﾅﾝｷ議長は優れ
た手腕を発揮｣
･ECB総裁｢より広範囲な市場の調
整の可能性｣
･ｼｭﾀﾙｸECB理事｢市場混乱を受け
てﾘｽｸは増大｣

＊ご質問などはＥメールにてお願い致します。アドレス　info@fx-newsletter.com　まで

東京は安倍首相辞任のﾋﾞｯｸﾞｻﾌﾟﾗｲ
ｽﾞが報じられるも為替市場への影
響は限定的に。
欧米はﾕｰﾛ債償還の噂から小安く
寄り付くも欧州利上げ観測などもあ
り切り返すと高値引け。
東京は日経平均など本邦株価動向
をにらみつつ円安進行。ｸﾛｽでも円
は冴えない。
欧米は週間ﾍﾞｰｽの新規失業保険
申請者が良好な内容となったことを
好感したﾄﾞﾙ買い優勢。
東京は前日NY終盤に報じられたﾉｰ
ｻﾞﾝﾛｯｸがらみの報道を受け一時円
が急騰。ただ仲値不足が下支え。
欧米は材料目白押し。発言や経済
指標などをめぐり右往左往し、明確
な方向性に乏しい。

･7月経常収支1兆8559億円､同貿
易収支7843億円､8月国内企業物
価0.0%

･TBSﾃﾚﾋﾞ｢安倍首相辞任の意向｣
(その後正式発表あり)
･米財務長官｢ｻﾌﾞﾌﾟﾗｲﾑ問題解決
には時間がかかる｣

欧米はﾕｰﾛが独歩高。ECB総裁に
よる利上げを示唆する発言がﾕｰﾛ
買いを促進させた。

欧米はﾕｰﾛ主導の相場展開。ECB
総裁の発言が失望に終わったにも
関わらずﾕｰﾛ下げ渋り。

東京は金融相やHH高官発言なども
あり円買い優勢。豪州ﾌｧﾝﾄﾞの破綻
など、ともかく円買い材料多い。
欧米は米雇用関係指数の悪化に加
え地区連銀報告に対する失望もあ
り終盤に掛けて円急騰。

東京は日経平均が100円を越す下
げとなったことで円買い優勢。ｸﾛｽ
を含めて円全面高の様相。

東京は一時114円台を見るも値ごろ
感からの押し目買いなどを受けてﾄﾞ
ﾙ反発へ。

東京は機械受注の良好もあり円買
いｽﾀｰﾄ。ただ途中で流れが変わりｸ
ﾛｽ中心の円安へ。

欧米は発表された米雇用統計が予
想外の悪化となったことで円買いと
言うよりﾄﾞﾙ全面安の様相に。
東京は行って来い。円高でｽﾀｰﾄし
たものの､輸入企業のﾌﾗｯﾄ為替な
どもあり途中でﾄﾞﾙ急反発。
欧米はﾄﾞﾙが続伸。一時114円台を
示現する局面も見られたが上値は
重く上げ渋り。

≪　９月　1日～１５日の国内外外国為替市場動向　≫

為替レート

東京はｻﾌﾞﾌﾟﾗｲﾑ問題の再燃観測
や財務省関連のなどもあり右往左
往。結局円最高値圏で大引け。
欧米はｻﾌﾞﾌﾟﾗｲﾑ問題の火消しに当
局が動いたほか､発表された米経
済指標が良好でﾄﾞﾙ高へ。

為替市況 主要経済指標など 主要発言など

東京は円買い進行するもｸﾛｽを中
心とした円売りに押され、徐々に円
安優勢に。
欧米は米国が休場ということもあり
動意乏しい。材料も目立ったものは
とくになし。

･官房長官｢2.0%以下の長期金利が
長期間続くかという問題はある｣
･津田財務次官｢企業部門の好調
が続いているとの認識変わらない｣
・ｱﾙﾑﾆｱ欧州委員｢ﾕｰﾛ圏の利上
げｻｲｸﾙは終了に近づいている｣

･財務省が外準管理の新部署創設
との一部報道
･8月の米建設支出▲0.4%､同ISM製
造業景気指数52.9

･米連銀と規制取締り当局共同声
明｢連銀は住宅ﾛｰﾝ貸し出し業者に
問題を抱える社宅保有者を援助す
るように要請｣
･ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ連銀総裁｢必要なら利下
げを支持｣
･渡辺金融相｢円ｷｬﾘｰ巻き戻しのﾘ
ｽｸはまだ残っている｣
･ﾎﾜｲﾄﾊｳｽ高官｢米中首脳会談で
為替が話題になる可能性｣
･OECD｢FRBは9月に25BPの利下
げを実施すべき｣

･豪州ﾌｧﾝﾄﾞ､米銀にｻﾌﾞﾌﾟﾗｲﾑ絡み
の損失の噂
･8月のADO全米雇用報告3.8万人､
7月の米中古住宅販売▲12.2%
･米地区連銀報告｢ほとんどの地区
で住宅市場不振は悪化したと示唆｣

･第2四半期の米非農業部門労働生
産性2.6%､同単位労働ｺｽﾄ1.4%､8月
のISM非製造業景気指数55.8

･米政府｢中国国家主席､米大統領
に中国は為替制度改革を継続する
と表明｣
･ECB総裁｢強い警戒｣を今回は言
及せず

･7月の景気先行指数70.0%、8月末
外準9321.57億ﾄﾞﾙ
･8月の米失業率4.6%､同非農業者
雇用数▲4000人(4年ぶりﾏｲﾅｽ)

･ﾕｰﾛｸﾞﾙｰﾌﾟ議長｢弱いﾕｰﾛよりも強
いﾕｰﾛを望む｣
･独連銀総裁｢金融引き締めは終了
していない｣
･米下院金融委員会委員長｢18日
の米利下げを要求｣

･ECB総裁｢最近のﾃﾞｰﾀは上向きの
ｲﾝﾌﾚﾘｽｸを示している｣
･FRB議長｢金利は低水準に抑えら
れている｣

･第2四半期GDP改定値▲0.3%､8月
のﾏﾈｰｻﾌﾟﾗｲ1.8%､同景気ｳｫｯﾁｬｰ
調査44.1

･7月の米貿易収支▲592億ﾄﾞﾙ､対
日▲80.1億ﾄﾞﾙ､対中238.0億ﾄﾞﾙ

･ｽﾍﾟｲﾝ財務相｢ﾕｰﾛ圏の金利はﾋﾟｰ
ｸに近い｣
･仏中銀総裁｢市場の混乱で不透明
感増している｣
･SF連銀総裁｢経済にかなり下方圧
力が見られる｣
･ｱﾙﾑﾆｱ欧州委委員｢下振れﾘｽｸが
増大しつつある｣


